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容量 250 ml のスクリュー管に水 15.0 g、天然
黒鉛（平均粒子径 20 µm）2.25 g、界面活性剤
0.75 g を投入した。この混合液に 3 mm ジルコ
ニアボールを約 140 g 入れ、超音波（周波数 37 
kHz）を 1-20 h 照射して、グラフェン懸濁液を
作製した。超音波照射後の懸濁液を 20˚C、42 G、
45 min 遠心分離して、上澄み液を回収した。 
2-2 紫外可視分光光度計を用いた濃度測定法 
 孔径 0.22 µm のメンブレンフィルターを用い
て、分散液を吸引ろ過した後、フィルターを
90℃で 1 h 乾燥した。ろ過前後のメンブレンフ
ィルターの質量を測定することで、基準分散液
の濃度を算出した。検量線は基準分散液を希釈
































Fig.1 Typical TEM image of few-layer graphene. 
Sonication time was 3 h. 
2 µm 
  
超音波を 1-20 h 照射して、得られたグラフェ
ン分散液の濃度を Fig. 2 に示す。照射時間が長
くなるほど、濃度が線形に増加する傾向が見ら
れ、超音波照射 20 h では、5.6 mg/mL となった。
この値は、超音波照射法により得られた L. 
Guaria らの 0.18 mg/L（超音波照射時間：2 h) [3]、 































てラマン分光測定を行った。その結果を Fig. 3 
に示す。全ての時間で、sp2結合を持った炭素材






















割合を Table.1に示す。超音波照射 10、20 h で
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1 3 5 10 20 
<0.1 7.3 11.7 9.4 10.7 5.1 
0.1-1.2 52.6 45.1 24.5 72.3 77.7 
1.2-5.0 7.9 11.9 19.3 8.0 5.0 



































Raman shift [cm-1] 
Unit: % 
